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拝啓、新緑の候、先生方におかれましては、ますますご壮健のこととお慶び申し上げます。 
コロナ、ウクライナ、知床とともすれば下向きになりがちなニュースにあふれる現在ですが、着実に季節は    

巡りまた春がやってきました。 
 飯塚病院循環器病センターはこの 4 月から若干のスタッフの入れ替わりがあり、若い力も増えています。今回
は皆様に新しいスタッフを紹介させていただけたらと思います。 
 また、コロナ禍においても循環器病の治療は世界中で着実に進歩を遂げています。当循環器病センターでも、
その進歩をしっかり catch up して筑豊に最新の医療を提供すべく、各部署日々奮闘しています。 
 現在のテーマの一つは『低侵襲』だと考えます。PCI(経皮的冠動脈形成術)、2006 年から続けている大動脈    
ステント治療、などの血管内治療に加えて、現在では TAVI(カテーテル大動脈弁手術)、MICS(小切開低侵襲心臓   
手術)といった弁膜症治療における低侵襲化の波が特に著しく、今年度は MICS 大動脈弁手術、心房細動患者   
さんの脳梗塞予防のための胸腔鏡下左心耳切除、さらに経皮的僧帽弁治療であるマイトラクリップにも取り組み
始めています。こういった技術の向上の現状をより正確にお伝えするために、筑豊地域において、いろいろな    
方法でのセミナー、勉強会、座談会といった企画も準備しております。 
 いつの世にも技術を磨き続けるというぶれない方向性でひたすら前へ、上へ、スタッフ一同頑張っていきたい
と思います。今年度も何卒宜しくお願いいたします。                        

敬具 
2022 年 5 月吉日 心臓血管外科 

部長 内田孝之 
 

 ◇『循環器病センターレター』Vol.7 発行にあたって  
 

循環器病センター レター 
 
 



◆心臓血管外科での取り組み

当科で最も力を入れて取り組み続けている課題が治療の“低侵襲化”です。 

2006年に開始した大動脈ステント治療、2019 年に開始した大動脈弁へのカテーテル治療（TAVI）と
並んで、５年前から開始している MICS（低侵襲心臓手術）があげられます。 
 これまで僧帽弁、三尖弁、及び心房細動への外科的アブレーションを施行しつつ現在大動脈弁治療へ
も導入準備中です。 
 
今回お話しする TOPICSは、現在準備中の大動脈弁置換術に関する左小開胸での手術（図１）に関す

る新技術です。小切開手術の際、より手術を迅速にすすめる有力な新技術が縫わなくて取り付けられる
人工弁(sutureless valve)です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図１） 
 

 カテーテル治療と異なる点は従来の大動脈弁置換術と同様に石灰化硬化した自己弁はしっかり除去  
する点で、きれいに除石灰した弁輪に挿入、バルーン拡張術、あるいは自己拡張により短時間で取り   
付け可能となります。（図２） 現在はまず従来法である正中切開手術で４症例に使用、いずれも手術
時間の短縮と共に良好な術後結果を得ています。 

 
今後も小切開 MICS 手術との組み合わせることでより低侵襲、小切開な弁手術のオプションを加え、

治療法選択幅の拡大を進めたいと思います。 
 
 

  

 

 

◇TOPICS 心臓血管外科             部長 内田孝之  

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（図２） 
 
一部の僧帽弁照影に対するカテーテル治療として準備中のマイトラクリップとあわせ、循環器病   

センター総力で、現在日本で選択可能な弁膜症治療のオプションをしっかり網羅していくことを常に  
目指していきたいと思っています。 
 

 
 
◆橋野 朗（はしの あきら） 卒年 2016 年

 
卒後７年目の橋野 朗と申します。出身は熊本県の人吉・球磨郡です。小さい頃から  

野球に打ち込み、4 番キャッチャーで心身鍛えて参りました。 
医局は九州大学の心臓血管外科に属し、昨年度は大川市の高木病院で末梢血管手術の   
術者や開心術の助手に努めました。モットーは、「相手の立場になって考え、行動する。」
です。患者さんに寄り添い、同僚と協力することはもちろん、筑豊地域の医療を支える 

 チームの一員として貢献したいと思います。 
 

◆岡田 重（おかだ しげる） 卒年 2020 年
 

医師 3 年目の岡田 重です。 
今年度より麻生飯塚病院の心臓血管外科に勤務となりました。 
まだまだ未熟者ですが、患者さんがより健康になり 1 日でも早く退院できるよう、日々   
精進していきたいと思っております。 
安全で質の高い診療を心がけて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇新任医師紹介 心臓血管外科   

 



◆心不全治療の新しい治療戦略   

MitraClip導入施設認定、トレーニング開始！ 

 
 

MitraClip は外科的治療が困難な重度の僧帽弁閉鎖不全症の患者のための、低侵襲な経皮的  
僧帽弁接合不全修復システムです。2018 年に先行施設から国内導入され、導入施設が少しずつ  
増加してきています。治療対象が重症の心不全患者であり、安全な施行が出来る施設に導入は   
限られており、熟練した指導医のもとで数ヶ月のトレーニングを受ける必要があります。 
飯塚病院もこの春からトレーニングを開始し、今年中の初回症例への施行を目指しています。   
これまで治療が難しいと考えられてきた患者さんへの新しい治療戦略として、当院で安全に実施
出来るように循環器病センターのハートチーム一丸となって頑張る所存です。 
 

 

大腿静脈から心房中隔経由で僧帽弁にアプローチ、逆流部位をクリップで把持する治療 
 

◇TOPICS 循環器内科              部長 井上修二朗  



 

    

 

 
 
◆眞柴貴久（ましば たかひさ） 卒年 2017 年 

 
飯塚病院循環器内科に新しくスタッフとして配属になりました眞柴貴久と申します。

初期研修と後期研修の 5 年間を関東で過ごし、後期研修の 3 年間は総合内科で研鑽を
積みました。高齢化に伴い、循環器疾患も多岐にわたっておりますが、全人的かつ   
総合内科的視点を忘れずに、診療に励んでいく所存です。至らぬ点も多いかとは思い
ますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
 

 
◆縄田英吾（なわた えいご） 卒年 2020 年 

 
飯塚病院での初期研修を終え、今年度の 4 月からは循環器内科医として引き続き  

当院で研修させていただいております、医師 3 年目の縄田英吾と申します。早くも   
研修開始 1 ヶ月が経ち、循環器領域の幅広さと奥深さに圧倒される毎日を送っていま
すが、日々成長できるよう精進したいと思っています。至らぬ点が多くご迷惑をお掛
けするとは思いますが、一生懸命頑張りたいと思いますので何卒よろしくお願い申し
上げます。 
 

           
 
◆松本洋典（まつもと ようすけ） 卒年 2020 年 

 
今年度より飯塚病院循環器内科へ所属いたします専攻医１年の松本洋典と申します。 

熊本県の出身で熊本大学を卒業後飯塚病院での初期研修を経て今に至ります。 
これから始まる循環器内科医としての生活には多くの困難があるかと思いますが、   
それを乗り越えて大きく成長し皆様のお役に立てるような医師へと成長する所存です。 
至らない点もあるかと思いますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
           

 
◆桐原志保美（きりはら しほみ ） 卒年 2020 年 

 
今年度より飯塚病院循環器内科所属になりました、桐原志保美と申します。 

長崎大学を卒業後に飯塚病院で研修を行い、初期研修で急性期から慢性期にわたり  
命に直結する治療を全力で行われている先生方の姿に魅了され、今年度からは循環器
内科専攻医として勤務させて頂くことになりました。至らない点が多々あるかと思い
ますが、日々精進致しますのでご指導くださいますようお願いいたします。 
 
 

 
 
 

◇新任医師紹介 循環器内科   

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 5月 26日（木）19:00～   

『2022 不整脈診断とリスク評価のガイドライン』 テーマ 

講演者 

飯塚病院 循環器内科  
部長 井上修二朗 先生 

 

座 長  済生会飯塚嘉穂病院 循環器内科 
センター長 山田 明 先生 

Information 

お問い合わせ   飯塚病院 循環器内科医局 TEL：0948-22-3800（代表） 

飯塚病院 循環器内科 WEB講演会のご案内 

☆今後のWEB講演会スケジュール予定 
６月以降の詳細な日程は決まっておりませんので、 
決定次第改めて、ご案内させていただきます。 

※具体的な視聴方法は、別途ご案内いたします。 

日 時 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇受診について （2022年 5月現在） 

■心臓血管外科・血管外科  予約必要 紹介状必要 

■循環器内科・心不全ケア科 紹介状必要 

※虚血性心疾患、心不全、 
不整脈、末梢動脈疾患など
の外来を行っています。 
毎日診察を行っています
ので、平日 8:00～11:00
ま で に 紹 介 状 を 持 参 し 
来院をお願いします。 

 
※受診や当科疾患に関して

のご質問、疑問があれば、
まずはお気軽にお電話で
お問い合わせください。 

☎お問い合わせ： 
0948-29-8036 
（平日：9:00～17:00） 

循環器ホットライン（24時間365日対応） 
急患依頼 0948-29-8846（ダイヤルイン） 

医師名 月 火 水 木 金

AM●
PM○

酒井 大樹 AM○/●
橋野 朗 ●
安藤 廣美 PM○ AM○
田中 二郎 ●
松元 崇 AM●
（血管外科） PM○
○：初診　●：再診

◆低侵襲心臓手術外来 【電話にて相談】内田 孝之
◆ペースメーカ外来 【水・金曜日の午後】
◆心臓手術 【月曜】内田 孝之
◆大動脈瘤外来 【月曜】内田 孝之　　【木曜】松元 崇 　
◆静脈瘤外来 【木曜・第1金曜 午前】
◆足病外来　 【木曜・第1金曜 午前】 松元 崇　【第3金曜 午前】古川 正一郎
外来直通電話番号　　　0948-29-8024（心臓血管外科）（血管外科）

内田 孝之 AM●/○

AM●/○

 

※大動脈瘤、末梢動脈疾患、
下肢静脈瘤、虚血性心臓
病・弁膜症などの手術を  
対象とした外来を行ってい
ます。疾患に沿った予約を
行っていますので事前予約
をお願いします。 

 
※受診や当科疾患に関しての

ご質問、疑問があれば、  
まずはお気軽にお電話で 
お問い合わせください。 

☎予約・お問い合わせ： 
0948-29-8024 
（平日：9:00～17:00） 

医師名 月 火 水 木 金

井上 修二朗 ○/● ○/●
稲永 慶太 ○/● ○/●
川上 将司 ○/● ○/●
髙原 勇介 ○/● ○/●
本田 修浩 ○/●
大賀 泰寛 ○/● ○/●
石川 智一 ○/● ○/●
古川 正一郎 ○/●
児島 啓介 ○/●
○：初診　●：再診

専門外来（予約必要）
◆睡眠時無呼吸外来 【第1､3､5木曜】児島 啓介【第2､4木曜】吉峯 晃平
◆ICD外来 【月曜】稲永 慶太、髙原 勇介、本田 修浩、大賀 泰寛
◆学校検診
外来直通電話番号　　　0948-29-8036（循環器内科）
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循環器病センター 
オリジナルホームページ公開中☆ 

【発行】飯塚病院 循環器病センター  【発行日】2022 年 5 月 
〒820-8505 福岡県飯塚市芳雄町 3-83 TEL：0948-22-3800（代） 
心臓血管外科直通電話：0948-29-8024 循環器内科直通電話：0948-29-8036  
http://aih-net.com 
 
 
 

循環器病センター レター Vol.7 

http://aih-net.com/

